日本史プリント36　　江戸時代８
●江戸時代の交通

01：江戸幕府は、江戸の日本橋を起点として（　　）という大きな道路を整備しました。

02：各街道には、8～12kmごとに、宿屋を備えた（　　）をおきました。

03：また、どれくらいの距離を進んだかが分かるよう（　　）がおかれました。

04：街道の要所には（　　）が設けられ、（　　）がないと通れませんでした。
05：街道が整備されたため、手紙や小さい荷物を運ぶ（　　）という商売も出てきました。

●江戸時代の水上交通
06：江戸と大阪の間で、（　　）や（　　）という貨物船が定期的に往復するようになりました。

07：東北地方から、太平洋を通って江戸にいたった航路を（　　）航路といいます。

08：東北地方から、日本海を通って大阪にいたった航路を（　　）航路といいます。

09：これらの航路を開いたのは、（　　）という人物です。

10：江戸時代に大成功した商人として、越後屋を開いた（　　）が挙げられます。

●学問の発達

11：孔子の教えを、残された書物から研究する学問のことを（　　）といいます。

12：儒学の一種で、特に身分の上下関係を重んじるものが（　　）学です。

13：江戸時代は身分制の世の中だったので、幕府は（　　）学を保護しました。

14：徳川家康は、（　　）学者の（　　）を政治の相談役にしました。

●新しい学問
15：松坂の医者（　　）は、万葉集や古事記を研究し、昔の日本について研究する（　　）学を

　　大成しました。
16：（　）代将軍（　　）は、キリスト教に関係ない洋書の輸入を許したので、（　　）学が発達

　　しました。
17：（　　）・（　　）の２人は、オランダ語の医学書をほん訳し、（　　）を出版しました。
18：（　　）は、17年もかけて日本全国をまわり、非常に正確な地図を完成させました。
19：八戸の医者（　　）は、すべての人々が平等に働く世の中を理想とし、かたよった身分制度

　　を批判しました。
20：（　　）は、エレキテルという摩擦発電機を作りました。
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